
Press Release

報道関係者 各位

「気になる年金記録、再確認キャンペーン」の状況③

平成２５年１月３１日から開始した「気になる年金記録、再確認キャンペーン」に関する

トピックとキャンペーン開始後の状況をお知らせします。

１．キャンペーンにおける年金記録回復の具体的事例を公表しました。

○ キャンペーンに関する取組みを契機としてお客様の年金記録が回復した事例をホーム

ページで公表しました。

○ 今回公表した事例は、以下の３つの事例です。（概要）

①自宅に届いた「年金記録確認のお願い」ハガキをもって来所された例

②「ねんきんネット」の未統合記録検索を行い来所された例

③「年金記録確認のお願い」ハガキを受け取られた受給者が、同居の家族に依頼し、その

方が代わりに来所された例

○ 引き続きキャンペーンをとおして年金記録が回復した事例を集め、一般的な事例につ

いては紹介し、他のお客様にも類似の経験がないか呼びかけていきたいと考えています。

○ 今回公表した事例（詳細）

① 自宅に届いた「年金記録確認のお願い」ハガキをもって来所された例

東北地方在住、８５歳女性。自宅に届いた「年金記録確認のお願い」ハガキを見て年

金事務所に相談。

昭和１９年～３０年の会社勤務の加入期間１４２ヶ月が、旧姓で記録されていること

が見つかり、現在受給中の老齢厚生年金約４４万円が約１３５万円に増加した。
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②「ねんきんネット」の未統合記録検索を行い来所された例

北海道在住、７５歳男性。以前、戸籍の生年月日と親から言われていた生年月日が違

っていたことを思い出し、「ねんきんネット」で検索したところ、該当すると思われる

加入記録があると表示されたため、年金事務所に相談。

昭和２９年～３１年にかけて、２ヶ所の商店での加入期間（合計１９ヶ月）が見つか

り、現在受給中の老齢厚生年金約９７万円が約１０４万円に増加した。

③「年金記録確認のお願い」ハガキを受け取った受給者に依頼された同居の家族が代わり

に来所された例

東北地方在住、７９歳女性。自宅に「年金記録確認のお願い」ハガキが届き、同居し

ている長男に以前会社に勤めたことがあることを伝え、長男が年金事務所に相談。

昭和２５年４月～昭和２５年８月の４ヶ月間、地元の会社での加入期間が見つかり、

現在受給中の老齢基礎年金に厚生年金加入期間分、約１５，０００円が増加して支給さ

れることとなった。

○ なお、公表しているホームページのアドレスは以下のとおりです。

【https://www.nenkin.go.jp/n/data/service/0000012234uOGmPcn2hZ.pdf】

２．「年金記録確認のお願い」ハガキの文言を一部見直しました。

○ キャンペーン開始後、昭和６１年４月１日以降に老齢年金を受け取る権利が発生した

すべての方に対して順次「年金記録確認のお願い」ハガキをお送りしています。

○ 年金事務所などの相談窓口でも、「年金記録確認のお願い」ハガキを持参する人が多く

いらっしゃいますが（４月末時点で約４．１万件）以下のご意見がありました。

① 記載例の年金記録が自分の年金記録だと思ってしまう

② 自分にだけ送られた郵便物で、年金事務所からの呼び出しだと思ってしまう

○ このため、７月以降に送付する「年金記録確認のお願い」ハガキについて、

① 「ねんきんネット」の画面表示は、例示であることがわかるよう「見本」と記載

② 皆様にお送りしているハガキである旨記載

することにしました。

○ このように文言を一部手直ししましたが、ハガキを受け取った方に対しては、ご自身

の年金記録をご確認いただき、「もれ」や「誤り」が気になる場合は年金事務所などにご

相談いただくよう引き続き呼びかけを行っていきます。



【参考１】７月以降に送付する「年金記録確認のお願い」ハガキ

（注） は今回見直した部分です。

３．キャンペーン開始後の状況

（１）「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」の状況

○ 月別のキャンペーンに関するお問合せが初めて４万件を超えました。これは専用ダ

イヤルへのお問合せのうち４０％近くにあたる件数です。（４月は約３．３万件）

（２）キャンペーン特設ページの状況

○ キャンペーン特設ページのアクセス件数は累計５０万件を突破しました。キャンペ

ーン開始後４か月連続で１０万件以上のアクセスをいただいている状況です。

（３）その他

○ ユーザＩＤの発行件数は、累計１８０万件を突破しました。５月は週平均２万件を

超える発行数となっています。キャンペーン開始前の週平均（１．５万件）と比べる

と依然として高い発行件数で推移しているといえます。



日本年金機構では、今後もキャンペーンを推進し、一人でも多くの方に年金記録を再確

認していただき、記録の回復につながるよう、情報発信に努めてまいります。

【参考２】キャンペーン開始後の状況（速報値）

１．日本年金機構ホームページへのアクセス状況（２月～５月）

総アクセス件数 キャンペーン特設ページアクセス件数

約４２６万件 約５７万件

２．「ねんきんネット」へのログイン状況（２月～５月）

ログイン数 未統合記録の検索

約１４６万件 約９．３万件

３．専用ダイヤルへのお問い合わせ件数（２月～５月）

件数

約１４万件

４．年金事務所への相談申出状況等（２月～５月）

（注）年金事務所窓口の件数には、年金相談センターを含む。

年金記録照会申出書提出者 キャンペーンパンフレット提出者
ハガキ持参者

（２～４月）

年金事務所窓口 市町村窓口 福祉事務所窓口 年金事務所窓口 市町村窓口 年金事務所窓口

78,242件 91件 146件 1,838件 67件 41,800件


